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学習指導要領 総則

第１ 教育課程編成の一般方針 １

基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ、これらを活用し

て課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力その他の能

力をはぐくむとともに、・・・

第４ 指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項

２ (1) 各教科等の指導に当たっては、生徒の思考力、判断力、表現

力等をはぐくむ観点から、 基礎的・基本的な知識及び技能の

活用を図る学習活動を重視するとともに・・・

(2) 各教科の指導に当たっては、体験的な学習や基礎的・基本的

な知識及び技能を活用した問題解決的な学習を重視するとと

もに・・・
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社会科が捉える「質の高い学力」



活用の設定を考える視点

能力育成の側面から

習得と活用のバランス
重視の視点から

主に思考力か

主に判断力か

主に表現力か

補強の役割か

発展性をもったものか

補強と発展の融合型か

単元指導計画への配置、単位時間への配置

・ ・ ・ カリキュラム開発へカリキュラム開発へ



「活用」を捉える枠組み
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「 活 用 」の 機 能「 活 用 」の 機 能



単元指導計画の整理

【 関 ： 関心 ・ 意 欲 ・態 度 思 ： 思考 ・ 判 断 技 ： 技能 ・ 表 現 知： 知 識 ・ 理解 】

学習 活 動 に おけ る 具 体の 評 価 規 準【活 用】

時 指 導 内容 目 標 ・ 学 習 内 観 点別 評 価 規 準 Ａ ： 十 分 満 足 Ｃ ： 努 力 を 要ねら い を

間 容 〈評 価 の 方 法〉 で き る と 判 断 す る 状 況 へ の補強 ・ 発 展

さ れ る状 況 手 立て

１ 人 権 思 想 ・ 人 権 思 想 の 発 ・ 複 数 の 資 料 か ・ 獲得 さ れ た 人 ・ ア メ リ カ 独 ・ 自 由 権 、 社

の あ ゆ み 展 の 歴 史 を 背 景 ら 違 い を 読 み 取 権 の広 が り と 、 立 宣 言 や フ ラ 会 権 の 内 容 を

と 日 本 国 に 、 日 本 国 憲 法 り 、 説 明す る 。 日 本国 憲 法 の 人 ン ス 人 権 宣 言 具 体 的 な 事 例

憲 法 に お け る 人 権 保 権 保 障の 精 神 を に 見 ら れ る 人 で 考 え ら れ る【 補 強 ：判 断 、表

障 の 精 神 を 理 解 基 本 的 人権 獲 得 権 の 考 え 方 と よ う 、 歴 史 の現】

す る。 の 歴 史 をふ ま え ワ イ マ ー ル 憲 学 習 を 振 り 返

て 理 解 し て い 法 に 見 ら れ る ら せ る 。

る 。 人 権 の 考 え 方

知 〈 ワ ーク シ ー の 違 い に 着 目

ト 〉 し 、 社 会 の 発

展 と と も に 人

権 が 拡 大 し て

き た こ と を 説

明 で きる 。

・活用の欄設定
・「活用」を通して
ねらいを補強・発展
などと、機能を記入
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活用の設定

□ 単元の全体構造の把握

□ 単元指導計画の工夫

□ 活用の機能の検討

□ １単位時間に効果的に設定

□ 効果検証

（→「活用の学習」【補強・発展】欄の設定）

（→ ねらいに即して、習得の補強か、発展か等）

（→ 段階性、時間性の検討）

（→ 真に思考力等を高めている活用か）



習得の状況を確かめる手立て

生 徒 の 感 想 （ 原 文 の ま ま 記 載 し て い ま す ）

社 会 科 今 日 の わ か った こ と 感 想

教 科 書 P． 36～ P． 37学 習 し た こ と 〔 京 都 の 都 と 摂 関 政 治 〕

１ 今 日 の 学 習 で わ か っ た こ と ・ 感 想

・ は じ め て 征 夷 大 将 軍 に な った 人 が 坂 上 田 村 麻 呂 と 知 った

・道 長 の 子 ど も に 頼 道 が い る と 知 った

２ 以 前 わ か ら な く て 今 日 わ か っ た こ と ・ も っ と 知 り た い こ と

・摂 政 ・関 白 の 意 味 は 知 って た け ど 、言 葉 は は じ め て 知 った

・藤 原 氏 の 系 図 を も っと 知 りた い

〔 １ 〕 年 〔 ２ 〕 組 〔 〕 番 名 前 〔 〕



すべての教科での習得と活用

□ 単元の構造や題材を見渡しての習得、活用の位置付け

□ 観察・実験、レポート作成、論述を確実に取り入れる

□ 習得の学習活動に内在する思考力等への着目

－ 目指すところは思考力、判断力、表現力等の伸長 －

□ 習得と活用を相互に強化、伸長させる評価活動の介在・機能化

各教科での習得と活用のまとめから各教科での習得と活用のまとめから

活用の基本



□□ 習得と活用習得と活用 そして探究へそして探究へ 独自カリ独自カリ
キュラムへキュラムへ

ーー 「生きる力」の育成へ「生きる力」の育成へ ーー

□□ すべての学習活動の基盤：言語活動すべての学習活動の基盤：言語活動
の充実の充実

これからも努力いたします。これからも努力いたします。
本日はご来校ありがとうございました。本日はご来校ありがとうございました。


